
(1)施設の基本情報(1)施設の基本情報(1)施設の基本情報(1)施設の基本情報

所在地（住所）

根拠条例 担当部署

設置年度 財産区分

設置目的
（施設整備を行った経緯と整備
が必要であった理由）

幼稚園については学校教育法第22条において『義務教育及びその後の教育の基礎を
培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、
その心身の発達を助長することを目的とする』とされている。
昭和32年、揥水幼稚園設置。

施設の設置目的に沿った
学校教育法等に基づき文部科学省が定める学習指導要領に則した教育過程を編成、
実施している。幼児期における教育は、『生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な

写真
（主たる施設の全景の写真を添付してください）

地図（縮尺はＦＲＥＥ）

松阪市立幼稚園条例 教育委員会事務局　教育総務課

昭和54年度 12 公共用財産

松阪市豊原町1120番地

施設カルテ施設カルテ施設カルテ施設カルテ

施設番号 S00375 施設名称 てい水幼稚園（園舎)

(2)建物の概要(2)建物の概要(2)建物の概要(2)建物の概要

設置形態 用途地域等

駐車場（収容台数）

敷地面積 借受期間・賃料等

所有者

用途 構造・階数

建築年月 建物取得費（全体）

延床面積 耐震診断（実施年）

耐震補強（実施年） 所有者

対象建物

施工内容

費用

リスク・高機能化対応度

てい水幼稚園
（園舎）

耐震補強

9,662,000円

平成　　年度

主
た
る
建
物
１

建物名称 園舎

園舎
鉄骨（４ｍｍ超）・地上1階・地
下0階

昭和55年 3月 1日 不明

569.20㎡ 平成8年

大規模改修等の履歴・計画
(300万以上）

平成12年度 平成　　年度 平成　　年度 平成　　年度

平成12年

8台

土
地

569㎡ ―

市

市

施設の設置目的に沿った
運営状況

実施している。幼児期における教育は、『生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な
ものであって、幼稚園教育は、学校教育法第22条に規定する目的を達成するため、幼
児期の特性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基本とする』とされる。

単　独 第二種住居地域



(3)管理・運営の概要(3)管理・運営の概要(3)管理・運営の概要(3)管理・運営の概要

(4)管理・運営に係る経費(4)管理・運営に係る経費(4)管理・運営に係る経費(4)管理・運営に係る経費 （単位：円）

市民一人あたりのコスト 121.70円

補助金等収入 その他収入

①小計 23,520,097 ②小計

④合計（①＋②）－③ 20,567,667円

職員　等 14,682,000

非常勤職員 6,894,000

その他の経費 756,015

人件費人件費人件費人件費 21,576,000

賃借料 109,497

修繕費 143,138

光熱水費 738,975 指定管理委託料

保守点検委託料 196,472 その他の経費

合計 5.00 人

施設の維持管理に係る経費施設の維持管理に係る経費施設の維持管理に係る経費施設の維持管理に係る経費 施設の運営・事業に係る経費（指定管理の場合）施設の運営・事業に係る経費（指定管理の場合）施設の運営・事業に係る経費（指定管理の場合）施設の運営・事業に係る経費（指定管理の場合）

維持管理経費維持管理経費維持管理経費維持管理経費 1,944,097 運営・事業等経費運営・事業等経費運営・事業等経費運営・事業等経費

再任用職員 人 非常勤職員 3.00 人正規職員 2.00 人 労務員 人

委託期間（指定管理の場合） 自 年　　　月　　　日 至 年　　　月　　　日

業務内容

利用時間 （基本）8:30～14:00 休所（館）日 松阪市立幼稚園管理規則第3
条による

運営形態 直営 管理・運営者名 松阪市

(5)施設の利用状況(5)施設の利用状況(5)施設の利用状況(5)施設の利用状況

(6)関連情報(6)関連情報(6)関連情報(6)関連情報

(7)その他(7)その他(7)その他(7)その他

管理・運営上の問題点 別紙のとおり

廃止、統合、転用等における法
律上の制約又は特殊な経過に
よる配慮すべき事項

別紙のとおり

特記事項

今後の施設のあり方については、平成25年3月に策定しました「松阪市立幼
稚園整備計画」や「松阪市立幼稚園のあり方検討委員会の答申」、国の子
ども・子育て新制度の動向等を基に慎重に検討していきたい。

類似施設 近隣施設

園児数 人 30 40 44

2,952,430円

内     容 単位
実績数

H23 H24 H25

財　　　源財　　　源財　　　源財　　　源
補助金等収入 その他収入

使用料等収入 2,952,430円 ③年間収入合計

ども・子育て新制度の動向等を基に慎重に検討していきたい。
避難所指定の有無　【有】



各棟の状況各棟の状況各棟の状況各棟の状況

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

診断診断診断診断 補強補強補強補強

施施施施
設設設設

番番番番
号号号号

施施施施
設設設設

区区区区
分分分分

建物名称建物名称建物名称建物名称 用途用途用途用途 構造構造構造構造 床面積床面積床面積床面積

・地上階・地下階

・地上階・地下階

建築年月日建築年月日建築年月日建築年月日 取得費取得費取得費取得費
（単位・円）（単位・円）（単位・円）（単位・円）

耐震耐震耐震耐震

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階

・地上階・地下階



（７）その他（７）その他（７）その他（７）その他 別紙

管理・運営上の問題点

・平成26年4月１日現在において市内の幼稚園23園のうち、阪内幼稚園及び東黒部幼稚園が休
　園となっており、平成25年度からは朝見幼稚園が休園となっています。園舎について建設から
　50年以上経過している園が射和幼稚園、山室幼稚園（園舎の一部含む）となっており、改修を
　行っているものの施設の老朽化は否めません。40年以上50年未満経過している園はありませ
　んが、30年以上40年未満経過している園は6園あり、施設の老朽化が進展しています。
・全体的にみれば少子化の影響による園児数の減少が続いていますが、近年の核家族化や女
　性の社会進出などで、幼稚園に対するニーズが変わってきています。保育に関しては、保護者
　より3歳児保育を希望するとの声が多いですが、実施園の拡大については過去の経過を踏まえ
　松阪認可保育園連盟との十分な協議が必要です。
・平成24年度調査における各園の募集定員に対する充足率でみれば100％を超える園が1園あ
　る一方、20％にも満たない園が4園あり、50％未満20％以上の園についても4園あります。園児
　数が15人以下の園が5園あり、「松阪市立幼稚園のあり方検討委員会」から答申を受けて平成
　24年度に策定した「松阪市立幼稚園整備計画」や国の子ども・子育て新制度に関する動向等を
　踏まえ、今後の施設の方向性を検討していきます。

廃止、統合、転用等における法律上の制約又は特殊な経過による配慮すべき事項

・「松阪市立幼稚園整備計画」を基に廃止・統合・転用等を検討していく必要があること。
・一部の園については教育面だけではなく避難所など防災面での役割を担っていること。
・幼稚園については地域の小学校と密接に関係しており、廃止統合転用等については地域の
　十分な理解が必要となること。
・法律上の制約としては幼稚園施設の整備は国庫補助の対象であり、廃止統合するにあたって
　は『補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律』の対象となること。


